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１．選定の考え方 1

【データ】
交通事故統計情報のオープンデータ

①安全性 ②需要 ③連続性

【データ】
アンケート調査結果（住民、高校生）
レンタサイクルのGPS調査結果

【参考資料】
愛知県自転車活用推進計画

 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインを参考に、自転車ネットワーク計画を策定する。
 「安全性」「需要」の視点および「連続性」を考慮して自転車ネットワーク路線を選定する。
 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインを参考に、自転車ネットワーク計画を策定する。
 「安全性」「需要」の視点および「連続性」を考慮して自転車ネットワーク路線を選定する。

自転車関連事故が多い路線を選定 自転車利用が多い路線を選定 ①と②を補完する路線を選定

（１）自転車ネットワーク路線



１．選定の考え方 2

■整備形態の選定
規制速度や自動車交通量※から望ましい整備形態を選定

■実現性の加味
幅員を確認し、暫定形態も含めた自転車通行空間創出
の可能性を検討
（自転車専用通行帯の幅員1.5mの創出可能性 等）

出典︓安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6.6，P.Ⅰ-9）

自動車交通量

※自動車交通量のわからない路線は中央線がない場合を車道混在とする

 規制速度や自動車交通量から整備形態を設定し、幅員等から整備の実現性を加味して決定する。 規制速度や自動車交通量から整備形態を設定し、幅員等から整備の実現性を加味して決定する。

（２）整備形態

規制速度



２-１．選定結果（自転車ネットワーク路線） 3

凡 例

7.48Km国道、県道
2.22km市道
9.70km計
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２-１．選定結果（整備形態） 4

凡 例

0.00km自転車道
9.18km自転車専用通行帯
0.52km車道混在
9.70km計
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２-２．選定結果（自転車ネットワーク路線） ※学校等との連続性考慮 5

凡 例

10.87Km国道、県道
3.37km市道
14.24km計
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２-２．選定結果（整備形態） ※学校等との連続性考慮 6

凡 例

0.00km自転車道
12.67km自転車専用通行帯
1.57km車道混在
14.24km計
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３-１．整備優先度 7

凡 例

4.09Km前期５年間
5.61km後期５年間
9.70km計
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３-２．整備優先度 8

凡 例

7.59Km前期５年間
6.65km後期５年間
14.24km計
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参考資料



１．選定の考え方 10

データ︓交通事故統計情報のオープンデータ
（R1年〜R4年）

（１）自転車ネットワーク路線 ①安全性



１．選定の考え方 11

データ︓アンケート調査調査結果

（１）自転車ネットワーク路線 ②需要︓住民



１．選定の考え方 12

データ︓アンケート調査調査結果

（１）自転車ネットワーク路線 ②需要︓一宮南高校

■一宮南高校

岩倉総合高校
■

小牧南高校
■



１．選定の考え方 13

データ︓アンケート調査調査結果

（１）自転車ネットワーク路線 ②需要︓岩倉総合高校

■一宮南高校

岩倉総合高校
■

小牧南高校
■



１．選定の考え方 14

データ︓アンケート調査調査結果

（１）自転車ネットワーク路線 ②需要︓小牧南高校

■一宮南高校

小牧南高校
■

岩倉総合高校
■



１．選定の考え方 15

データ︓レンタサイクルのGPS調査結果

（１）自転車ネットワーク路線 ②需要︓レンタサイクル



１．選定の考え方 16

出典︓安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（R6.6，P.Ⅰ-10）

整備イメージ整備形態
自転車と自動車を構造物により分離する

自転車道

車道内で自転車と自動車の通行帯を分離する

自転車専用
通行帯

車道混在とする

車道混在

（２）整備形態 ①整備イメージ



１．選定の考え方 17

（２）整備形態 ②車道内で自転車通行空間に活用できる幅員

【活用可能幅算出方法】
（車道部幅員（台帳）ー路肩（両側））／車線数＝車線幅員（1車線）
（車線幅員（1車線） ＋路肩（片側））ー車線幅員（基準）※＝活用可能幅

※車線幅員（基準）︓【国道・県道】 センサス交通量10,000台以上は3.25ｍ、 10,000台未満は3.00ｍ
【市道その他】 車線幅員6.5ｍ超は3.00ｍ、6.5ｍ以下は2.75ｍ

※センターラインなし、一方通行は除く（対象外）

出典︓岩倉市道路台帳



３-２．整備優先度 18

道路種別車道混在自転車専用
通行帯自転車道延長(km)スコア(点)路線番号※優先順位整備時期

国道・県道－○－0.5081161前期
国道・県道－○－0.3591192前期
国道・県道－○－1.8491202前期
国道・県道－○－1.16131134前期
市道－○－0.36132474前期

国道・県道－○－0.93141146前期
国道・県道－○－0.78181187前期
市道－○－0.27212328前期

国道・県道－○－0.55241089前期
国道・県道－○－0.293010610後期
市道－○－1.303021410後期
市道○－－0.293422812後期
市道○－－0.403822613後期

国道・県道○－－0.306511721後期
市道○－－0.206922925後期

国道・県道－○－1.577624828後期
国道・県道－○－0.558510740後期
国道・県道－○－0.459111046前期
市道－○－0.409524250後期

国道・県道－○－0.9711110963後期
国道・県道－○－0.4012110377前期
市道○－－0.1514120794後期

※道路種別（1:国道・県道 2:市道）＋通し番号2桁


